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NISE WEBサイト > トップページ
http://www.nise.go.jp/

詳しくはこちら→

NISEの情報収集・発信

広報戦略
　共生社会の形成に向けて、インクルーシブ教育システムを構築していくためには、全ての学校をはじめと
する関係者や関係機関、幅広い国民から、特別支援教育に関する理解・支援を得ることが不可欠であります。
　NISEでは、特別支援教育に関する情報収集、情報発信、理解啓発及び広報活動を一体的かつ戦略的に推進
するため、基本方針や具体的方策をまとめた「広報戦略」を策定しています。

WEBサイトを通じた情報発信
NISEでは、特別支援教育全般に関する情報をはじめ、インクルーシブ教育システム構築に関する情報、発

達障害に関する情報、教材や支援機器の実践事例など様々なニーズに特化した形でWEBサイトを用意してお
り、特別支援教育の関係者はもちろん、一般の方を対象とした情報提供を行っています。

▶ NISE WEBサイト
NISE WEBサイトでは、NISEの研究成果及び諸活動に関する情報や国内外の特別支援教育に関する情報を

総合的に提供しています。
トップページに「特別支援教育情報一覧」及び「利用者別情報一覧」を設けて情報を探しやすくするとと

もに、それぞれのページに、音声読み上げや文字サイズ変更、表示色変更等のアクセシビリティ機能を整備
して、障害のある方が利用しやすいように配慮しています。

◆ WEBサイトの主な構成
【…研究…】
　NISEが実施する研究の概要やNISEの
研究者に関する情報等について紹介して
います。
【…研修・セミナー…】
　NISEが実施する研修・セミナーに関
する情報やインターネットによる講義配
信等について紹介しています。
【…報告書・資料…】
　NISEが発行する研究成果報告書、特
総研ジャーナル等の学術刊行物や各種資
料について紹介しています。
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発達障害教育情報センター・WEBサイト
http://icedd.nise.go.jp/

詳しくはこちら→

▶ 発達障害教育情報センター　
発達障害教育情報センターは、全ての国民が発達障害を理解し、共に手を携える共生社会を目指した理解・

啓発を目的として、発達障害に関する様々な情報を調査・収集・整理し、それらを基に、WEBサイト等を通
じて広く情報普及活動に取り組んでいます。また、全国の教育関係機関や厚生労働省所管の国立障害者リハ
ビリテーションセンター内に設置された発達障害情報・支援センター等との連携及び調整も行っています。

本センターのWEBサイトは、以下の項目で情報提供を行っています。それぞれの情報については、定期的
に追加・更新を行い、新しい情報を発信しています。

◆ WEBサイトを通じて提供している情報の主な内容
＜発達障害のある子どもについて＞
　・基本的な理解、対応や支援
　・講義コンテンツ
　・教材・教具や支援機器
　・国内の相談機関や日本人学校等に関する情報

◆ 発達障害教育情報センター教材・教具展示室
発達障害教育情報センター教材・教具展示室では、発達障

害教育情報センターのWEBサイトにて情報を掲載している教
材・教具や支援機器の一部を展示しています　。

新着・更新情報
更新された内容を
紹介しています。
最新情報を確認す
るのに便利です。

利用者別入口
利用される方に合
わせたコンテンツ
の並びになってい
ます。

アクセシビリティ
読みやすい文字の
大きさ、表示色の
変更ができます。

トピックス
公的機関で実施・
提供されているイ
ベント・研究会情
報やガイドブック
を紹介しています。
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▶ 特別支援教育教材ポータルサイト（支援教材ポータル）
平成25年８月、文部科学省が設置した「障害のある児童生徒の教材の充実に関する検討会」による報告に

おいて、国等の役割として、「障害の状態や特性に応じた教材や支援機器、指導方法、活用事例等に関する全
国レベルで情報交換するためのデータベースの作成」が示されました。

これを受けて、NISEでは、教材・支援機器の活用に関する実践事例や関連情報を広く提供するために、「特
別支援教育教材ポータルサイト」を、平成27年３月から運用しています。

◆ 支援教材ポータルのコンテンツ
【 教材・支援機器検索 】
【 実践事例検索 】
　「教材・支援機器」と「実践事例」が相互に
参照できるようになっています。

【 教材・支援機器に関する情報 】
【 研修・展示会情報 】

▶ NISEメールマガジン
NISEでは、研究をはじめとする様々な活動の成果や特別支援教育に関するタイムリーな情報をお届けする

ため、メールマガジンを原則として月１回発行しています。NISEメールマガジンの配信を希望される方は、
WEBサイトや下記のQRコードより登録をお願いします。

◆ NISEメールマガジンの主な内容
・研究成果の紹介
・主催する研修・イベントに関する情報
・国内外の特別支援教育に関するトピックス
・文部科学省等からの特別支援教育関連情報
・研修修了者からの寄稿

特別支援教育教材ポータルサイト
http://kyozai.nise.go.jp/

NISE WEBサイト > NISEメールマガジン
http://www.nise.go.jp/magazine/

詳しくはこちら→

詳しくはこちら→

QRコード
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刊行物による研究成果等の普及
　NISEでは、実施した研究における研究成果は研究成果報告書、サマリー集、ガイドブック、マニュアル等
様々な形態で作成し、全てWEBサイトに掲載しています。これらの刊行物は毎年度作成することで、最新の
研究成果をできる限り早く教育現場に普及できるようにしています。

▶ 研究成果報告書
NISEでは、実施する研究課題が終了した時点で、その成果をまとめた「研究成果

報告書」を研究課題ごとに作成し、WEBサイトに掲載しています。
さらに、NISEの研究成果をよりわかりやすく知っていただくため、研究課題ごと

の成果等を簡潔にまとめた「研究成果報告書サマリー集」を毎年度作成し、全国の
教育関係機関等に送付するとともに、WEBサイトにも掲載しています。

また、研究成果の中で、教育現場での指導や支援等にすぐに役立つ情報については、
活用しやすいようにガイドブックやマニュアル等にまとめて、市販の書籍として発
行しています。

▶ 研究紀要
NISEでは、特別支援教育に関する未発表の論文等を所内より募集し、内容審査を行った上で、「国立特別

支援教育総合研究所研究紀要」として毎年度発表しています。研究紀要は、全国の教育関係機関等に送付す
るとともに、WEBサイトにも掲載しています。

◆ 研究紀要第43巻（平成28年３月発行）の主な内容
①原著論文
　・サイズ可変点字印刷システムを用いたマス間隔比が紙点字の触読性に及ぼす影響の評価
②事例報告
　・特別支援学校（知的障害）幼稚部における自閉症のある幼児の保護者支援
　・知的障害を伴う高次脳機能障害のある児童に対する機能的アセスメントの効果
③研究展望
　・精神疾患や心身症のある児童生徒の教育的ニーズに関する一考察
④調査資料
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NISE WEBサイト > 報告書・資料
http://www.nise.go.jp/sc/shiryo/

詳しくはこちら→

▶ 特総研ジャーナル
　NISEでは、研究をはじめとする様々な活動の成果をまとめた「国立特別支援教育
総合研究所ジャーナル（特総研ジャーナル）」を毎年度作成し、WEBサイトに掲載
しています。

◆ 特総研ジャーナル第５号（平成28年３月発行）の主な内容
①平成27年度研究課題一覧
②平成27年度研究成果サマリー
③研究報告…
　・自閉症児・者の療育・教育に関する家族のニーズ
　・  インクルーシブ教育システム構築に向けた特別支援学校（病弱） のセンター的機能に関する新たな取組

事例の紹介
　・小児がん拠点病院における小児がんの児童生徒の教育に関する調査報告
④諸外国における障害のある子どもの教育
⑤国際会議・外国調査等の報告
⑥学会等参加報告
⑦事業報告

▶ NISE Bulletin
NISEでは、研究をはじめとする様々な活動の成果や日本の特別支援教育の政策動

向等を英文でまとめた「NISE Bulletin」を毎年度作成し、WEBサイトに掲載してい
ます。

◆ NISE Bulletin Vol.15（平成28年３月発行）の主な内容
・平成27年度研究課題の概要
・平成26年度研究成果サマリー
・事業報告
・日本の特別支援教育の政策動向（文部科学省初等中等教育局特別支援教育課）
・国立特別支援教育総合研究所研究紀要第42巻の要旨
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情報発信・理解啓発のための活動
NISEでは、研究成果や集積した情報の発信を目的としてセミナーやシンポジウム等を毎年度開催していま

す。また、関係する機関や学校等と共同でイベントを開催し、障害のある子どもの教育に関する理解啓発に
取り組んでいます。

▶ 研究所セミナー
NISEでは、研究成果の普及や教育現場等との情報の共有を図るため、

研究所セミナーを毎年度開催しています。

◆ 研究所セミナーの主な内容
・基調講演／シンポジウム
・トピック紹介
・研究成果報告

◆ 平成28年度開催日程
・期日：平成29年２月17日（金）～２月18日（土）
・会場：国立オリンピック記念青少年総合センター

▶ シンポジウム
　NISEでは、海外における特別支援教育の施策の動向や知見を得ること、
それらの国々と相互で共通の課題を見いだし、その解決策を検討するこ
とを目的として、諸外国の研究機関や大学から研究者を招聘して、特別
支援教育に関する国際シンポジウムを毎年度開催しています。
　また、世界自閉症啓発デーに関連したイベントとして、平成21年度か
ら開催されています「世界自閉症啓発デーシンポジウム」に共催機関と
して参画しており、地域においても相互協力機関である筑波大学附属久
里浜特別支援学校（→32ページ）とともに、平成22年度から「世界自閉
症啓発デー in 横須賀」を開催しています。

◆ 平成28年度国際シンポジウム開催日程
・期日：平成29年１月14日（土）
・会場：一橋大学一橋講堂

世界自閉症啓発デー特設サイト
http://www.nise.go.jp/waad/

NISE WEBサイト > セミナー
http://www.nise.go.jp/sc/seminar/

詳しくはこちら→

詳しくはこちら→

研究所セミナー開会式

国際シンポジウム

世界自閉症啓発デー in 横須賀
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▶ 特別支援教育教材・支援機器等展示会
NISEでは、支援機器等教材に関する研修会・展示会を研究

所セミナー及び全国特別支援教育センター協議会において開催
するとともに、教育委員会や教育センター等の協力を得て、地
域における研修会・展示会を開催しています。

◆ 平成28年度地域における開催予定
・神奈川県立総合教育センター
・埼玉県立総合教育センター
・兵庫県立特別支援教育センター
・群馬県総合教育センター

▶ 研究所公開
NISEでは、研究をはじめとする様々な活動の成果を教育関

係者、教員を志す学生、地域住民の方などにわかりやすく紹介
し、特別支援教育への理解を深めていただくため、研究所公開
を毎年度開催しています。

◆ 研究所公開の主な内容
・インクルーシブ教育システム構築に関する情報提供
・教材・教具や支援機器等の展示・実演
・障害種別の研究班による体験型展示
　（生活支援研究棟、スヌーズレン、車いす乗車体験など）
・最新の研究成果等に関するパネル展示

◆ 平成28年度開催日程
・期日：平成28年11月５日（土）
・会場：NISE

支援教材ポータル > 研修会・展示会の様子
http://kyozai.nise.go.jp/?page_id=47

詳しくはこちら→

特別支援教育教材・支援機器等展示会

生活環境面での身近な配慮や支援の工夫の紹介

障害者スポーツ体験（ブラインドサッカー）

NISE WEBサイト > 研究所公開
http://www.nise.go.jp/sc/koukai/

詳しくはこちら→
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教育支援機器等展示室［ｉライブラリー］
ｉライブラリーは、障害のある子ども一人一人の教育

的ニーズに応じた支援を実現する様々な教育支援機器や
ソフトウエアの展示室です。

ｉライブラリーでは、NISEが開発した教育支援機器
やソフトウエアを展示するとともに、市販品についても
障害種別ごとに紹介しています。

図書室
NISEの図書室では、特別支援教育に関する国内外の図書等を収集・整理・

保存し、閲覧、文献複写等のサービスを行っています。
平成28年４月１日現在、特別支援教育の専門書※13,480冊を含む図書70,218

冊、学術雑誌等の逐次刊行物2,519種類のほか、全国の大学や特別支援学校
等が発行する研究紀要・報告書など約27,000種類の資料を所蔵しています。

また、下記の検索用データベースを作成し、データを蓄積することにより、
新しい情報の提供を行っています。
※日本十進分類法による区分で「378：障害児教育」に分類される図書

検索用データベース

名称 内容 収録件数・期間

特別支援教育関係文献目録 特別支援教育関係文献（論文等）の目録
掲載項目： 標題、著者名、発表年、発表雑誌名など

昭和39年１月～
101,988件

特別支援教育実践研究課題 全国の特別支援学校等における実践研究課題の抄録
掲載項目： 標題、内容の要旨など

昭和55年４月～
55,273件

国立特別支援教育総合研究所蔵書目録 NISEが所蔵する図書・雑誌等の目録
掲載項目： 書名または誌名、著者名、発行年など

昭和46年10月～
81,247件

ｉライブラリー

図書室

ｉライブラリー・WEBサイト
http://forum.nise.go.jp/ilibrary

NISE WEBサイト > 図書室の利用
http://www.nise.go.jp/sc/library/

詳しくはこちら→

詳しくはこちら→


